SOTEC 


WinBook 

WD シリース 

ユーザー ズガイド 


このたびは、ソーテック WinBook WD シリーズをお 
買い上げいただき、まことにありがとうございます。 
本書では 、 WinBook WD シリーズのご使用にあたつ 
てを意していただきたいことや、基本的な使いかた 
および、より有効にミ舌用するち法を説明しています。 



ご使用の前に「安全上のごミ主意」 
0^2ぺージ)を必ずお読みください。 


本書の読みかた 

安全上のご注意 . 

法規について . 

「 S 日 TEC 電子マニュアル」について 

■ご使用の前に 

タッチパッドを使ってみよう••- 
キーボードを使ってみよう •••• 

CD - ROM を使ってみよう . 

音量を調整する . 

画面の解像度を調整する . 

■周辺機巧の接続 

使用でをる周辺機器 . 

周辺機器を取り付ける前に • 

AV 機器と接続する . 

USB 対応の周辺機器を使ラ • 

メモリの増設 . 

外部ディスプレイを接続する•- • 

■困つたとをには 

「おかしいな？」と思ったら • • • • 

パソコンで調べる . 

困ったとさのチェックリスト••- 
よくある質問集 . 

■付録 

BIOS を設定する . 
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本書の読みかた 


マークについで 


本書では次のマークが使われています。 



この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷（※いを負う可能性が想定される内容 
を示しています。 

爪注 意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害（※のを負ラ可能性が想定される内容および、物的 
損害 （ X 3) のみの発生が想定される内容を示しています。 

メモ 

補足説明や、知っておくと便利なポイントを説明しています。 

✓ 

チェック 

操作してはいけないこと、または操作するときにを意するポイントを説明しています。 

参照ページ 

その単語の詳細力巧 I 」ぺージに紹介、または説明しています。本文とあわせて参照してください。 


参照していただきたい電子マニュアル(画面で見るマニュアル)の頂目を紹介しています。 


X 1重傷とは、入院や長期の通院を要する恐れのある怪我などを指します。 

X 2 傷害とは、入院や長期の通院を要しない怪我などを指します。 

X 3 物的損害とは、本機の損害、および家屋•家財•ペットなどにかかわるニタ的な損害を指します。 


▼ モデル名の表記ルール 


□0 S の区別による表記 


XP Home モデル 


Windows XP Home Edition をインストールしている 
モデル 


XP Pro モデル 


Windows XP Professional をインストールしているモ 
デル 



本書中に出てくる画面およびイラストは、 
モデルまたはご使用の環境により実物と異 
なる場合があります。 

本書中に出てくるホームページの内容およ 
びアドレス、またはお問い合わせ番号は、 
本書制作時の情報であり、予告なしに変更 
される場合があります。 
























操作のま記ルール 


回メニューを選がする操作 



つぎつぎとメニューを選択していく操作を「一」を使 
つて省略しています。 

たとえば、上画面のように\スタートボタンから「ぺ 
イント」のプ□グラムまでを選択する動作を、 

[スタート]ボタンー[すべてのプログラム]一[ア 
クセサリ]一[ペイント] 

と表記しています。 


□キー表記とキーボードの巧応表 

キーボード止の各キーは\次のように表記しています。 


本書の表記 

実際のキー 

因 

圏 

因 

[ EE ]| 

画 

図 

1 Shift ] 

[卜顯 1] 

因 

図 

〔Space 1 1 

(1 _ II 


本書の表記 

実際のキー 

1 ( Enter4j] 

:溫! i ; 

Backspace] 

: ド。， If トザ戸戸, 

[insert 1 

回 - 一， 

1 Delete | 

回 

〔Horn 色 1 

圖 




Windows XP のま記ルール 


◎カテゴリ表示モードの画面で説明しています 

Windows XP には、カテゴリ表示モードと呼ばれる表示ち 
法と\ Windows 2000 など従来の表示イメージにあわせた 
クラシック表示モードと呼ばれる表示ち法があります。 
本書では、カテゴリ表示モードの画面で説明しています。 


本書の読みかた 


B 


曰複数のキーを同時に押す操作 


圆國圈 Q 圆國図圆圏國圏國喊図 





リ gP 國國圆國岡圆圆[ 


巧図固に 


画圈图固因島圏 g 


X製品によりキーボードのおがは異なることがあります。 

何かのキーを押しながら\ほかのキーを押す動作を 
「十」を使って省略しています。 

たとえば、止図のように、 Shift キーを押しながら、 
Delete キーを押す動作を、 


Shift 


Delete 


と表記しています。 


本書の表記 

実際のキー 

本書の表記 

実際のキー 

画 

1凶1 

(変換！ 

回 

のの曰曰 

fLu ] fCiJl i [ L ^| 「山1 

( 半角/全巧) 

圏 

1 PageUp | 回] 

[NumLk ] 

圆 

1 [ PageDown ] 

國 

间 

回 

回… 

Q 圆… 

圖 

回 





巧 Windows XP Home Edition の画面で説 
明しています 

Windows XP には、 Windows XP Professional と 
Windows XP Home Edition の 2 種類のバ ージョンがあ 
ります。本書では、 Windows XP Home Edition の画 
面で説明しています。 


巧 Windows XP または Windows と省略して 
表記しています 

本書では、 Microsoft Windows XP Professional 日本 
語版および Microsoft Windows XP Home Edition 日 
本語版を、 Windows XP または Windows と省略して表 
記しています。 




























































































































































まを上のご注意 


本書では、本製品を正しくお使いいただき\お客様やほかの人々への危害や財産への損害を未然に防ぐために\い 
ろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は次のようになつています。 



( S ) 記号は禁止の行為を示します。図の中や近くに具体的な禁止内容が描かれています。左図の場 
合は「分解禁止」という意味です。 

>記号は規制または指示の行為を示します。図の中に具体的な指示内容が描かれています。左 
図の場合は「電源プラグをコンセントから抜いてください」という意味です。 


A 警告 (本機- AC アダプタ) 


(§) 

水場使用禁止 


•洗い場、風呂場など\本機に水がか 
かる場所では使用しないでください。 
乂炎-感電の原因となります。 


分解禁止 


•絶対に分解したり修理-改造をしな 
いでくださし、。 

乂炎-感電の原因となります。また、 
無償修理の対象外となります。 


〇 

〇 


•付属の AC アダプタじ(外は使用しな 
いでください。 

乂災-感電の原因となります。 

•電源が100〜 240 V の範囲内であ 
ることを確認して使用してくださし、。 

100〜 240 V を超える電源を使用 
すると乂災-感電の原因となります。 


電源プラグを 
巧< 


• AC アダプタから何かこげるような 
巧いがしたレ人表面がかなり熱いと 
きは直ちに電源プラグを抜いてくだ 
さし、。 

そのままご使用になると乂災-感電 
の原因となります。 



参長時間使用する場合は\本体の底部 
が発熱しますので\膝の上に置いて 
使用しないでくださし、。 

(発熱することは異常ではありません。） 






安全上のごま意 



A 注意 (本機- AC アダプタ) 



•電源プラグを抜くときはケ-ブルを 
持たす、必すプラグ部分を持ってお 
いてください。 

電源プラグを 故障の原因となります。 

巧< 


♦使刷ま歷は電源プラグをコンセ 
ントからおし、てくださし、。 

漏電-乂災の原因となります。 

電源プラグを 
巧< 



•振動や衝撃の加わる場所には設置し 
ないでください。また、重い物をの 
せないでくださし、。 

故障による乂災-感電の原因となり 
ます。 



熱の発生源の近く\直射日光のあ 
たるところ、腐食性ガスのある環境\ 
ほこりの多いところ、使用周囲温度 
(10 〜 35° C )/ 使用周囲湿度に0 
〜80%ただし結露しないこと）を 
超える範囲では使用-保存しない 
でください。故障の原因となります。 


振動-衝撃を 
与えない 



異物を巧んで 
閱じなし^ 


•デイスプレイを閉じるときは、キー 
ボードとの間にボールペンなどの異 
物がないかどうかご確認ください。 
異物を挟んだまま\デイスプレイを 
閉じますと、デイスプレイを破損す 
る恐れがあります。 



参本体を持ち運ぶときは、デイスプレ 
イを閉じてくださし、。 

デイスプレイを持ってぶらさげたが 
態で持ち運ぶと\デイスプレイに強 
い力が加わり\破損する恐れがあり 
ます。 


〇 

〇 


参タッチパッドの表面をペン先などの 
尖ったもので触れたり\表面シート 
をはがしたりしないでくださし、。 
故障の原因となります。 


•タッチパッドは軽く触れるだけで動 
作します。 

必要上に力を入れたり無理な姿 
勢で操作すると\指や手首を痛め 
る原因となります。 



•雷が近いときは\すみやかに電源 
を OFF にし\電源ケーブルをコン 
セントから抜いてください。 

また、モジュラーケーブルや LAN 
ケーブルなど\接続されているケ 
ーブル類も抜いてください。 

故障の原因となります。 



•電源ケーブルの止にものをのせない 
でくださし、。 

電源ケーブルが傷むと漏電-乂災の 
原因となります。 
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WinBook W D series 




警告（パッテリ) 



•付属のバッテリじ(外は使用しないで 
ください。 

また\付属のバッテリを本製品じ(外 
に使用しないでください。発熱■発 
乂-破裂の原因になります。 



•バッテリを乂の中に入れないでくだ 
さい。破裂の恐れがあります。 


乂の中に 
入れない 



衝撃を 

与えない 


•バツテリに強い衝撃を与えないでく 
ださし、。 

故障の原因となります。 


〇 参バッテリ充電時に、所定の充電時間 
を超えても充電が完了しない場合は\ 
充電をやめてください。そのまま充 
電を続けると\発熱\発乂\破裂の 
恐れがあります。 


〇 

〇 


•バッテリからミ夜が漏れて\ミ夜が目に 
入ったときは\障害を起こす恐れが 
あるので\きれいな水で洗った後、 
直ちに医師の治療を受けてくださし^。 

•バッテリが漏ミ夜したレ人異臭がする 
ときは\すぐに乂気より遠ざけてく 
ださい。漏れたミ夜に引乂して\発乂- 
破裂の恐れがあります。 


(D 

分解禁止 


参バッテリは\危険を防止するための 
イ呆護装置が組み这まれています。分 
解-巧造などしないでください。イ呆 
護装置が壊れ\発熱-発乂-破裂の 
恐れがあります。 
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A 注意 


(パツテリ） 


ま全上のごま意 画 
_ 


隹バッテリから漏れたミ夜が皮膚や衣服 
に付着した場合\皮膚がかぶれる恐 
れがあるので\すぐにきれいな水で 
洗ってください。 

参バッテリを、水や海水などにつけて\ 
濡らさないでください。バッテリの破 
損や性能•寿命を低下させる原因と 
なります。 

隹ノ心テリを使う前に\サビ-異臭-発熱- 
その他異常と思われるときは\使用 
しなし、でくださし、。ソーテックカスタ 
マセンタにお問い合わせください。 



バッテリは乂中におじたり\加熱- 
分解■ショート（+と一の端子を針 
金などで'接続させること）はしなし、 
でください。ケガの原因となります。 


加熱-分解- 
ショートしない 


〇 

〇 


>バッテリを小児が使う場合、保護者 
が取扱説明書の内容を教えてください。 
また、使用途中でも、取扱説明書のと 
おり使用してし\るかご確認ください。 

>バッテリは乳幼児の手の届かない所 
ヘイ呆管してください。 


ZL 取 U 扱い上の注意 



たたいたり 
引つかいたりしない 



ミ夜晶デイスプレイは先の尖ったもの 
でたたいたり、引つかいたりしなし、 
でくださし、。 

破損する恐れがあります。 


本体外装のミちれは\清潔でやわらか 
い乾いた布を使い\から拭きしてく 
ださし、。 



動作中に 
移動させない 


•ハードディスクが動作中のときは移 
動させないでくださし、。 

故障の原因となります。 

•本製品の付属物は大切に f 呆存してく 
ださし、。 

参ハードディスクに保存したデータな 
どは、定期的にバックアツプをお取り 
くださし、0 


カラーミ夜晶ディスプレイおよびバッテリは消耗品です。 

カラーミ夜晶ディスプレイは非点灯、常時点灯などの画素が存在することがありますが故障ではありません。 
カラーミ夜晶ディスプレイは表示内容によっては明るさのむらが発生することがありますが故障ではありません。 
使用周囲温度が低いとき\また本製品自体が冷えきっているときは\電源を ON にしてもディスプレイのバッ 
クライトが「点灯しない」\ 「点滅する」\ 「暗い」などの症ががでます。この場合は、一度本体の電源を 
OFF にし\しばらく常温 （10 〜 351：) の環境に放置した後\お使いください。 


〇 〇 〇 
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法視しついて 


PC リサイクルについて 


PC このマ—クが表示されてしぶ対象製品は\当社が 
無償で回収および再資源化します。 

リサイクル詳細は当社 Web サイト ( http :// www . sotec . co . jp /) 
を参照してください。 


PC グリーンラベル制度について 


嚇 


本製品は、社団法人電子情報技術産業協会 
(旧 TA ) により策定された 「 PC グリーンラベル制度」 


に合格致しました。 

「 PC グリーンラベル制度」とは、お客様力觸境に配 
慮したパソコンをご購入になる際\商品選択を容 
易にするために\基準をクリアしたパソコンに 「PC 
グリーンラベルロゴマーク」を表示する制度で a 乂 


下の3つのコンセプトから構成されています。 


-環境(含 3 RX 1 ) に配慮した設計 • 製造がなさ 


れている 


•使用済み後も\引取り•リユース/リサイクル • 
適正処理がなされている 
•環境に関する適切な情報開示がなされてしぶ 


XI 3R ニ リ デュー ス （Reduce) 、リユース （Reuse) 、リ 


サイクル (Recycle) 


グリーン購入ネツトワーク ( GPN ) について 


GPNI 


;re 式 & 

， urchasing、^^ 
■ietwork J 


本製品はグリーン購入ネットワーク ( GPN ) に 
適合しています。 


輸出およびおがでのご使用に関する注意事頃 

本製品の輸出(個人による携行を含む）については、外国為 
替および外国貿易法に基づいて経済産業省の許可が必要 
になる場合があります。 

必要な許可を取得せずに本製品を輸出すると\同法により 
罰せられます。 

輸出の旨午可の要否しつし''ては\こ購入頂し ''た販売店\また 
は当社営業拠点にお問し\合わせください。 


モデムについて 

本製品を日本国内で使用する場合は\国または地域の選択 
を「日本」に設定してご使用ください。「日本」外の設定が 
されている場合\電気通信事業法(技術基準）に違反する行 
為となります。なお、ご購入時には「日本」に設定されており 
ますので、そのままご使用ください。 


レーザ安を基準について 

この装置には\レーザに関する安全基準(」にて-6802)クラ 
ス1適合の光ディスクドライブが搭載されてし\ます。 


== n この装置は\情報処理装置等電波障害自主規制 
y 到 協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報処理 
装置です。 

この装置は家庭環境で使用することを目的とし 
ていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると\受信障害を引 
き起こすことがあります。取扱説明書に従って 
正しく取り扱いをしてください。 


国際 エネルギースター プログラムに ついて 

当社は、国際 エネルギースター プロ 
グラムの参加事業者として、本製品 
が国際 エネルギースター プログラム 
の対象製品に関する基準を満たして 
いると判断します。 

国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをは 
じめとした、オフィス機器の省エネルギー化推進のため 
の国際的なプログラムです。 

このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるた 
めの機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的とした 
もので、事業者の自主判断により参加することができる 
任意制度となっています。対象となる製品はコンピュー 
夕、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、複写機、 
スキヤナ、複合機のオフイス機器で、それぞれの基準な 
らびにマーク(ロゴ)は参加を国の間で統一されています。 



瞬時電狂お下について 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に巧し不都 
合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策と 
しては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦 
めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会(旧」 EIDA ) のパーソナル 
コンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく 
表示） 


高調液電流規制について 

この装置は、高調波ガイドライン適合品です。 






















rSOTEC 電子マニュアル J 

についで 


SOTEC 電子マニュアルは、本機のマルチメディア機 
能の活用ち法、および Windows XP やインターネット 
の便利な使いかたを、図解付きでわかりやすく紹介し 
ています。 


▼ i SOTEC 電子マニユアルのち動方を j 

_I_ ゾ 

SOTEC 電子マニュアルはデスクトツプ上のアイコン 
から簡単に起動できます。 


P デスクトツプ上にある SOTEC 電子マニュアルの 
アイコンをタブルクリックします。 

メニューが表示されます。 



SOTEC 軍モ 
7ニュアル 


g 目的に応じたメニュータイト J レをクリックします。 

サブメニューが表示されます。 



且コンテンツ画面の説明 



① クリックすると、ほかのメニューに移動できます。 

② クリックすると\ほかの情報に移動できます。 


▼動作場お 


SOTEC 電子マニュアルは下の動作環境で使用でき 
ます。 


0 S 

ブラウザ 

Windows XP Home Edition 

Windows XP Professional 

Internet Explorer 6.0じ乂降 
(※り 


: JavaScript および Active X は無効にしないでくださし、。 


サブメニューの中からタイト J レをクリックします。 

目的のコンテンツが表示されます。 


インタータツ h 
への接統 

^ 一 

1ホ—ムベ—ジ 

1を見る_ 

瓜 

タールの 

。ぉ [ 

ホームネット 
ワークの沼稱 

I ill 1 口 1 if 1 


▼! を意事巧_ 

• SOTEC 電子マニュアルは、株式会社ソーテックの 
著作物です。 

- SOTEC 電子マニュアルは予告なしに変更される場 
合があります。また、 SOTEC 電子マニュアルを運 
用した結果については\一切の責任を負わないもの 
とします。 

- SOTEC 電子マニュアルで紹介されている各ソフト 
ウェアは、ライセンスあるいは□イヤリテイ契約の 
もとに供給されています。 

• SOTEC 電子マニュアルは、著作権法によって保護 
されています。一部または全部を無断で複製、転載\ 
改変、カスタマイズ、頒布することを禁じます。特 
に SOTEC 電子マニュアルを編集および改変してご 
利用になると、本製品の誤使用の原因となります。 


























































































ご使用の前に 


タッチ/\ッドを 
ffi つてみよう 


本機では、文字の入力じ(外、ほとんどの操作をタッチパ 
ツドで行います。ここでは、タッチパッドの基本操作を 
説明します。 


マ1タッチパツドの名前とはたらき 


I タッチパッド 

指を触れて動かす(^:、画面上のマウスポインタがその動きに応じ 
て動きます。指で軽く''トン''と1回たたくと左クリック、"トント 
ソ'とたたくとダブルクリツクがボタンを使わずにできます。 



ホボタン 

右クリックするときに押します。 

Windows では、右クリックするとショートカットメ 
ニューが表示されます。 

左ボタン 

左クリックするときに押します。ダブルクリックするとき 
は、このボタンを素早く 2回押します。 



-タッチパッドをペン先などの先の尖ったもので触れ 
たり、表面シートをはがしたりしないでくださし N 。 
故障の原因となります。 

• 2本じ i 上の指や手袋をした指、また、濡れた指など 
で操作しないでください。正常に動作しません。ま 
た、指先の皮脂やミちれによっても正常に動作しない 
場合があります。そのときは、十分にミちれを取り除 
いてからご使用ください。 

-マウスポインタはタッチパッドを軽く触れるだけで 
動作します。必要じ i 上に力を入れたり無理な姿勢で 
操作すると、指や手首を傷める原因となります。 


曾►匿 C 「電子マニュアル」参照- 

タッチパッドの操作方法 

メニュ ー> ユーザーズガイド応用編>マウス>マウスの 
操作方法 
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ご使用の前に 


キ—ボ—ドをほってみょう T 


キーボードは、文字や記号を入力したりパソコンへ指 
示をする役目をもつています。ここでは、キーボード 
の各キーの名前や機能について説明します。 


キーはその機能によって\役割が大きく5つに分かれます。 

本書では便宜 _ L キーボードにアミをかけて説明しています。実際のキーボードは色分けされていません。 


フアンクシヨン キー 


义字入カキー 



□Windows キー 

単独で押すと Windows XP の「スタート」メニ:!一を 
表示します。次のキーと合わせて押すと\ Windows 
XP の代表となる機能がすぐに使えます。 

T ^+ 丘]] Windows XP の「ヘルプとサポートセ 

~ ンター」を表示 

十两 ウインドウの最小化 

T 7 T ] 十岡 タスクバーに表示されているボタンの 

~ 切り替え 


回砸 

〔ファイル名を指定して実行】ダイア 
□グを表示 

[ W 阳 

マイコンピュータを起動 

凹]十田 

ファイルとフォルダ検索画面を起動 

[ タタ 1 + [pause J 

〔システムのプ□パテイ】ダイア□グ 
を表不 


□アプリケーションキー 

タッチパッドの右ボタンに相当します。使用するアプリ 
ケーションによって動作が異なります。お使いのアプリ 
ケーションソフトのマニュアルを参照してください。 

□制御キー(薄いアミ部分） 

文字入カキーと組み合わせて使うキー、入力位置を決 
めるキー、パソコンに巧してコマンド（命令）を送る 
キーなどです。これらのキーだけを使って文字を直接 
入力することはできません。 

□文字入カキー 

主に、アルファベットやひらがな、カタカナ、数字、 
記号などを入力するためのキーです。1つのキーに2 
つ止の文字が割り当てられており、 

|CapsLockJ[ Shift JrNumLk りひらがな麻タカナ j の各キ—と組み合わせ 

て\目的の文字が入力できます。 


々リ十し Ctrl]+f71 コンピユータの検索画面を起動 











































































































































































































































































































































































































































































































































































WinBook W D series 


フアンクシヨン キー 

1 J 



▼ 

テンキーを巧つで巧寺を入力する 

1 ノ 


制御キーの一つで'ある£3キーとファンクシヨンキー 
の組み合わせにより、画面の輝度を変えたり、省電力 
機能を作動させたりできます。 

巧パッテリの警告音(ビープ音)を止める 

丘司キーを押しながら丘马キーを押す 
^一一 と、バツテリの警告音が止まります。 

出荷時は警告音か鳴るが態になって 
います。 


巧スピーカの音量を調整する 



丘司キーを押しながら丘司キーを押す 
ごとに音量が下がり\丘苗キーを押す 
ごとに音量が止がります。 


回タッチパッドの動作を ON/OFF する 

丘司キーを押しながら正司キーを押す 
Mj と\タッチパッドの動作が off にな 


通常、数字は英数モードのときにフアンクシヨンキー 
の下に並んでいるキーで入力することができますが\ 
丘司+应^^キーを押すことで、キーボードの図の部分 
(ニューメリックキー)でも数字を入力できるようになり 
ます。文字よりも数字の入力のほうが多いという場合 
などは、電卓のテンキーのように使うことができます。 


广广 \\( r \\(广 

▼ 7 や （ 8 ゅ ）9 

7や 8 ゆ 9 < 

V ソ ソ^ 

— A V r - 

よ 木を 

よ 0 わ 

J V J 

V V J 

r r r A 

「叫 1 5 

な に 

V J V J 

V 八 y V 

广 \\r r \ \ 

〇6 P - 

ら せ 

V J V J 

人 J 

r r r 

J 1 K 2 

[ ま J i の j 

'v r - V r - "N 

し 3 + + 

り ； れ 

V J V J 

V V J\^ J 

r r \ \ 

W 

\ も J 

V J 

r 广 - ^ '\r r - ^ 

〉■ o 9 / • 

■る /め 

V ソ V J 

し Jv J 


ります。もう一度とキーを押しなが 
ら正司キーを押すと、 ON に戻ります。 


巧輝度を調整する 



丘司 キーを 押しながら正司 キーを 押す 
ごとにデイスプレイの輝度が下が 
レ人丘ろキーを押すごとにデイスプレ 
イの輝度が高くなります。 


□表示画面を拡大する 



正司 キーを 押しながら直句 キーを 押す 
と、表示画面が拡大します。 


チェック f 


表示画面の拡大機能は、画面解像度を 80 0X 
600じ i 下で使用中に有効です。 


□本体ディスプレイ表示か外部ディスプレイ 
表示かをがり替える 

B + ^ 丘司キーを押しながら恒弓キーを1回押 

すごとに\①から③の順で\映像の 
表示先が切り替わります（③の次は 
①に戻ります）。（豚25ぺージ） 

①本体デイスプレイ 
②外部ディスプレイ 
③本体デイスプレイ十外部デイスプレイ 
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曰中止や中斷ませるコマンド(命令)を送る 

① Esc (エスケープ）キー 

設定を取り消したり\実行を中止します。 

② Pause Break (ポーズ-ブレーク）キー 

実行されている命令を中断したり\ブレーク信号 
を送ります。 

回設定されている機能を野び出す 

⑤フアンクション キー 

臣]から直 E キーまでの12個のキーにそれぞれ別の 
機能やコマンド（命令）が割り付けられています。 
キーを押したときの動作はアプリケーションによ 
り異なります。 

回コマンド(命令)や設定まれた機能を決定する 

④ Enter (エンター）キー 

あるコマンド（命令）の実行を決定したり、設定 
された機能を確定させます。 

文字を入力しているときは、このキーで改行でき 
ます。 

曰画面のハードコピーをとる 

⑤ P け Scr (プリントスクリーン）キー 

表示されている画面を取り凌んでクリツプボード 
に転送します。 


0文字を編集する 

⑥ Insert (インサート）キー【□ックされます】 

文字入力のモードを切り替えます。1回押すごと 
に、カーソル位置にある文字の間に入れる「イン 
サートモード」と、カーソル位置の文字に上書き 
する「タイプオーバーモード」が切り替わります。 

⑦ Delete (デリート）キー 

カーソル位置から右側の文字を削除します。カー 
ソル位置は変わりません。 

⑥ Back Space (バックスぺース）キー 

力ーソル位置から 、 左側の文字を削除します。力 
ーソル位置は左に動きます。 

③ Tab (タブ）キ— 

文字を入力しているときに押すと、タブが入リカ 
ーソルが右に移動します。应西キーと同時に押す 
と、一つ前のタブ位置まで戻ります。 

表計算やデータベースなどのアプリケーションで 
は、次の項目への移動などに使われます。 

曰文字入カキーと組みさわせて、文字を入力する 

⑩ CapsLock (キャップス□ック）•英数キー 
【□ックされます】 

アルファベットを入力するときの文字種を切り替 
えます。極西キーと同時に1回押すごとに、「大文 
字モード」と「小文字モード」が切り替わります。 
ひらがな/カタカナモードから、アルファベットや 
数字を入力する英数モードに切り替えるときにも 
使います。（豚12ページ「メモ」） 






























































































































































































































































































































































⑩半角/を角キー【□ックされます】 

文字を入力しているときの文字種を切り替えます。 
Windows XP の日本語入カシステム Microsoft IME 
では\1回押すごとに「日本語入カモード」が才 
ン/オフになります。 

面 El キーと同時に押すと「日本語入カモード」にな 
ります。 

© Shift (シフト）キー 

ほかのキーと同時に押して別の機能を実行したり、 
実行ち法を変えたりすることができます。たとえ 
ば、「大文字モード」で文字を入力しているときに\ 
アルファベットキーと同時に押すと、小文字で入 
力することができます。 

n 空白を入れたり、漢字に変換する 

® 無変換キー 

日本語入カシステムを使っているときに\入力し 
た文字を漢字などに変換したくない場合に押すと\ 
入カモードが変わります。 

( 0 ) 変換キー 

日本語入カシステムを使っているときに\入力し 
た文字を漢字などに変換します。 

©カタカナ/ひらがなキー【□ックされます】 

「カタカナモード」と「ひらがなモード」を切り替 
えます。「カタカナモード」のときはこのキーだけ 
押すと「ひらがなモード」に、「ひらがなモード」 
のときは应西キーと同時に押すと「カタカナモー 
ド」に切り替わります。 

度の+应西キーと同時に押すと\カナキー入力の 
オン/オフを切り替えることができます。 

© スぺースキー 

文字を入力しているときに押すと、スペース（空 
白)が入ります。 

n カーソルを動かす 

⑩力ーソルキー 

キーに表記されている矢印のち向に\力ーソルが 
移動します。 


n ほかのキーと組み合わせて機能を実巧する 

® Ctrl (コント□—ル）キー 

文字入カキーや\ほかの制御キーと組み合わせて 
使うと\特定の動作ができます。 

©Alt (オルト）キー 

オルタネートキーともいい\文字入カキーや\他 
の制御キーと組み合わせて使うと \ 特定の動作が 
できます。 

® NumLk (ニューメリック□ック）キー 
【□ックされます】 

丘司キーと同時に押して使用します。□ックすると \ 
テンキーをテンキーとして動作させます。□ック 
を外すと、テンキーを特定の動作キーとして動作 
させます。（咳下記「メモ」） 

⑩ ScrLk (スク□—ル□ック）キー 
【□ックされます】 

使用しているソフトにより動作は異なりますが \ 通 
常はカーソルキーの動きを変えることができます。 

メモ ゾ - 

-キーには、1回押すごとに状態が固定されてロックが態に 
なるキーと、固定されずに押したときだけ機能するキー 
の2通りがあります。 

ロックされるキーの中でも下の2種類のキーは、ロックが 
態になるとキーボード上のステータス LED が点灯します。 

f 广 ■ A 广广 

Caps NumLk 

k 。 雀 


透 ) Fn (エフエヌ）キー 

他のキーと組み合わせて、画面の輝度を変えたり 
省電力機能を作動させたりできます。 

(豚1〇ぺージ） 






















ご使用の前に 


CD - ROM を ffi つでみよう I 


ここでは、 CD - ROM の使いかたを説明します。 


CD - ROM を使うときの注意 

光ディスクドライブや CD - ROM ディスクの取り扱いにあたっては次の点に十分を意してください。また、 CD - 
ROM ディスクを使わない場合は、パソコンの電源を OFF にする前にドライブから取り出して、適切な場所に保管 
して < ださい。 




清掃するときは\レコード用クリーナーやベン 
ジン\シンナーではなく \必す CD 専用のクリ 
ーナーを使ってください。また\レンズクリー 
ナーは乾式のものを使用してください。湿式は 
ミちれを増長させますので絶対に使わないでくだ 
さし、。 


強い衝撃を与えたり表面に傷を付けないでくだ 
さい。また\ゴミやホコリの多い場所に置かな 
いでください。読み込みエラーの原因となります。 




記録面にラベルを貼ったり\ペンなどで字を書 
かないでください。 


トレイを開けたままにしておかないでください。 
内部にゴミやホコリが入り込んで故障の原因と 
なります。 


SOTEC 「電子マニュアル」参照- 

CD - ROM ディスクの規樹こついて 

メニュ ー> ユーザーズガイド応用編 > CD / DVD > 

CD / DVD のディスクの規格について 















WinBook W D series 


CD - ROM ディスクの出し乂れ 


イジェクトボタンを押します。 

トレイが出てきます。 


^ CD - ROM ディスクを取り出すときは、巧度イジ 
W ェクトボタンを押します。 

トレイが出てくるので\ CD - ROM ディスクを取 
り出します。 



イジェクトボタン 


イジェクトボタン 



チェック 


本機の光ディスクドライブは、本機の電源が 
ON になっていないと動作しません。 


n CD - ROM ディスクの記録面をトレイ側に向け 
W て、トレイにセットします。 



トレイ 


n トレイが出てこない場合は--- 

イジェクトボタンを押してもトレイが出てこない場 
合、イジェクトボタンの右横にある光ディスクドライ 
ブ強制排出孔に、針金など(太さ1 mm 前後)を押し込ん 
でください。トレイを手動で取り出すことができます。 




CD - ROM ディスクはトレイの中/む部で固定し 
ます。「カチッ」とい5音がするまで確実に 
CD - ROM ディスクをトレイにセツトしてくだ 
さし、。 


n トレイを巧し込み、光ディスクドライブを閒じ 
W ます。 
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ご使用の前に 


I 音量を調整する 


本機には、サウンド機能が搭載されており、音声を入 
出力する端子が用意されています。ここではサウンド 
機能の使いかたを説明します。 


巧思スピーカについで 


本製品にはステレオスピーカが内蔵されています。ス 
ピーカからは3種類の音源から音声を出力できます。 
それぞれの音源は、 Windows の「ボリュームコント □ 
ール」で個別に音量の調整やミキシングができます。 


PC スピーカ 

コンピュータに標準で装備されてい 
る"ビープ音’’を発生する音声です。 

デジタル 
サウンド機能 

16ビット DA コンバータを使用したサ 
ウンド回路からの再生音声\および 
FM シンセサイザ音源から出力される 
音声です。 

マイク入力 

マイク端テに接続されたマイクまた 
は内蔵マイクからの音声です。 


スピーカの 音量を訪窒 する 


スピーカ/へツドホンの音量は次のように調整します。 



① ボタンを押すごとに音量が止がります。 

② ボタンを押すごとに音量が下がります。 


SOTEC 「電子マニュアル」参照- 

Windows か6の音量の調整 音声の録音 

メニュー>ユーザーズガイド応用編>音声> Windows か メニュー>ユーザーズガイド応用編>音声>音声の録音 

らの音量調節 



















巧ほ度や色巧の巧ま 


画面の解像度、色数\フォントサイズは\【画面のプ□パテイ】ダイア□グから調整できます。 


0 


デスクトップ上で右クリックして表示されるメ 
ニユーから、[プロパテイ]を選択します。 

【画面のプロパテイ】ダイア □ グが表示されます。 


アイコンの整列0 
最巧の巧報じ更新を 


目より巧け(り 

ショートカットの目より付けを） 


巧巧巧が ( W ) 


9 


[設定]タブを選}尺します。 


因おのブ□バ ティ 



1024 x 768 ピクセル 


画をの色に） - 

ホ 居高〇 2 むい v ]| 


トラブルシュ-テインクの.. .) I 詳細 i をち ( y ) 〕 


OK ] I キャン t ル 


通用(互） 


jp 3を左右にスライドさせ、画面の解像度を選択 




ディスプレイ： 

>0000000000000(上の（マルチモニタ） 


画面のおお度を） 

画面の色を） 

小， J ^，六 

1最高り2む卜） vj 

1024 x 768 ピクセル 

■ ~~ n ~~ ns ~~ D 


I トラブルシュ-テインヴの…] I 詳細 i さち I 


OK ] I キャンセル1 涵用が、 


g メモ ノ - 

■初期設定は「1024 X 768ピクセル」です。 


ボタンをクリックし、画面の色（表示する色 
ます。 

- 


数）を選}尺します。 


ディスプレイ： 

め00000000000が上の（マルチモニタ） 


画面のおお度を） 
小 


1024 x 768 ピクセル 


画面の色に） 


[最高巧2む卜） 




I トラブルシュ-ティンヴの ...I L 詳細設定 W J 


0 K ] 1キ*ンむレ I 適用(か 


質 


回 


[適用]ボタンをクリックします。 

変更を確認するダイア □ グボックスが表示され 
ます。 

[はい]ボタンをクリックします。 


SOTEi 


C 「電子マニュアル」参照= 


ビデオメモリの変更方法 

メニュー > 付属のマニュアル > ビデオメモリの変更方法 


フォントサイズの変更方法 

メニュー>ユーザーズガイド応用編>画像表示>フォン 
トサイズの変更 


ご使用の前に 
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像た呵 

策 

苦3 

フ？字 

ス加文 

V m 、 

デ湖て 


説 

て 

\ 

し 

0 

こ 

渐 

ち 

要 
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の 
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設 

の 

面 

画 

た、 
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数 

色 
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ま 

し 

明 


る 

す 

整 

調 

を 

度 

像 

お 

の 

な 
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壁紙の設定 

メニュ ー> ユーザーズガイド応用編>画像表示>壁紙の設定 
















































































































周辺機器の接続 


任用でぎる周巧巧器 


本機には、さまざまな周の機器が接続できます。夕に 
その一例を紹介します。 


▼ i 背面&ち測面 



周 

m 

機 

器 

の 

巧 

続 
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周の機器の接続 


周巧巧器を 
巧 y がける巧に 


周辺機器を取り付ける前に、まず確認したり、作業し 
なければならないことを説明します。 


電源を OFF にする 


ケーブル類や\周辺機器を取り付けるときは\本機の 
電源を OFF にし\電源ケーブルを AC コンセントから 
取り外します。電源ケーブルが接続されたまま周迪機 
器を取り付けると\本機を壊したり\感電する恐れが 
あります。 


[?クモノ ^ 

- USB 対応の機器は、パソコンの電源を ON にしたまま、 
取り付けや取り外しができます。 


Jjjj 本機の電源を OFF にします。 


i 


電源ケーブルを取りかします。 


回 


周巧機器を取り付けます。 



本体内部の機器を取り付けたり、取り外した 
りするときは、金属のヘリでけがをしないよ 
う、手袋をして作業をするなど十分に気を付 
けて < ださい。 


巧 y 巧け時のを意事巧 


□体の静電気を取り除いてくだまい 

基板がむき出しになっているメモリなどは、静電気に 
弱く、帯電した手で触ると壊れてしまう恐れがありま 
す。ドアのノブなど、身近な金属に触れて\体に帯電 
している静電気を取り除いてから、これらの機器を取 
り付けてください。 



□ユーザーズガイドをよく読んでくだまい 

周 a 機器などは、取り外しや取り付けを間違うと、機 
器を壊してしまう恐れがあります。本書をよく読んで 
から、周 a 機器を取り付けてください。 

□周巧機器に巧属のマニュアルをよく読んで 
ください 

周辺機器に付属のマニュアルには、取り付けち法や、 
取り付けたあとに必要となるソフトウエアやハードウ 
エアの設定ち法が詳しく書かれています。 

周迪機器のマニュアルをよく読み、必要な機器、およ 
び必要な設定ファイル（デバイスドライバなど）を理 
解し\これから始める拡張の作業に備えてから、周辺 
機器を取り付けてください。 
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周ぶ機器を取り付ける前に 



プラグアンドプレイについで 


Windows XP には、周巧機器を取り付けるだけで、すぐに使用できる状態に設定する「プラグアンドプレイ」とい 
う機能があります。プラグアンドプレイを実現するには、周迪機器に対応したデバイスドライバが Windows 側で 
用意されている必要があります。 

用意されていない場合は、 Windows のウイザード機能を使って、デバイスドライバを Windows にインス I -- ルし 


ます。 


メモ X 



周迪機器を使うときは、「デバイスドライバ」と呼ばれる周 
迪機器をコント□ールするソフトウエアが必要です。 
デバイスドライバは、あらかじめ本機の Windows 側で用意 
されている場合と、周辺機器に付属している場合 ( CD - 
ROM ディスクなどで提供されています）があります。周辺 
機器メーカのホームページから入手することもできます。 


□テパイスドライパが Windows にある場合 

周辺機器に対応したデバイスドライバが、すでに 
Windows 側で用意されている場合は、周巧機器を取 
り付けるだけで、すぐに使える状態になります。 


^周 S 機器を取り付けたあとに、電源を ON にし 
ます。 

デスクトツプ画面右下のタスクバーに、「新しい 
ハードウェアが見つかりました」と吹き出しが 
表示3れます。 

これで、周辺機器が使えるようになります。 




i 


[次へ]ボタンをクリックします。 



i 


表示される指示に従って操作します。 

デバイスドライバが正常にインストールされた 
ことを示すメッセージが表示されたら、設定は 
終了です。 


^ [完了]ボタンをクリックします。 
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□デパイスドライパが Windows にない場合 

周迪機器に対応したデバイスドライバが Windows に 
ない場合\周 a 機器に付属しているデバイスドライバ 
を Windows にインストールします。 


P 周辺機器を取り付けたあとに、電源を ON にし 
ます。 

〔新しいハードウェアの検索ウイザード】ダイア 
□グが表示されます。 


これで、設定は無事終了しました。 


f 1 

プラグアンドプレイに対応していない周辺機 

チェック 

器の場合、デバイスドライバの組み込みや、 

リソースの設定を自分で行5必要があります。 


また、周辺機器側のディップスイッチなどを 


変更する必要があります。 


詳細は、お使いの周辺機器メーカへお問い合 


わせください。 

J 
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周辺機器の接続 


■ AV 巧おと巧続する 


本製品と接続できる AV 機器の紹介と接続ち法を説明 
します。 


マイクロホンと巧続する 


市販のマイク□ホンのプラグを、本機のマイク端テ 
{\) に接続すると、マイク□ホンから音声を録音で 


きます。 


▼ i へッドホンと巧続する 

_ -I _ y 

市販のへッドホンのプラグを、本機の音声出力端子 
((む今）に接続すると、ヘッドホンから音声を出力で 
きます。 



g メモ / - 

-マイクロホンはステレオタイプのミニプラグ付きマイク 
ロホンを、電器店などでお求めください。 

-スピーカにマイクロホンを近づけると、スピーカとマイ 
クロホンが共振し、キーンという音が出ることがありま 
す。これを「ハウリング」と呼びます。ハウリングは、 
マイクロホンをスピーカから遠ざけるか、入カレベルを 
ルさくする（ボリュームコントロールで調整）ことで防 
ぐことができます。 


g メモ / - 

-へツドホンはミニプラグ付きへツドホンを、電器店など 
でお求めくださし、。 
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周辺機器の接続 


USB 巧巧の周适機器をほう 


USB ポートには、さまざまな US 目機器を接続して利 
用することができます。ここでは、本機の電源を ON 
にしたが態で、 USB 巧応の周辺機器を接続するち法 
について説明します。 


巧続時のを意事巧 


•接続前に\デバイスドライバのインス!-ールが必要 
な USB 機器があります。 

-ケーブルには差し込む向きがあります。無理に差し 
込もうとしないで\方向を確認して正しく差し込ん 
でください。 

•本機には、4つの USB ポートを用意しています。ど 


の USB ポートを使用しても構いません。 

USB ポートの数が足りないときは\市販の USB ハ 
ブを接続して\ USB ポートの数を増やすことができ 


ます。 


i 


表示される指示に従って操作します。 



逆 总臟擲 届 惡總誠 .0 まを a フロが'•ディ 


インスト-ルぶちを涯んでください。 

® リフトな[アを自れ的にインストルする（巧袋)の 
〇—度または巧ミの巧所からインストルする链を田)③ 

掃巧するには、じか]を州》ルてくだな、。 


.'みべ'独'> !| I キャンかレ〕 
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USB 巧巧の旧适傑坦をな続する 


P 本機の USB ポートく#^)に、 USB 機器のケ 
ーブルを差し込みます。 



USB 機器の接続後\しばらく待つと\画面の表 
示が切り替わり、〔新しいハードウェアの検索ウ 
イザード】ダイア□グが表示されます。 


デバイスのインス I -ールが終了したことを示す 
メッセージが表示されれば、設定は終了です。 



表示されないときは、 USB ポートからコネ 
クタを一度抜き、3秒じ(上時間をおいてから、 
再度差し込んでみてください。 

USB 機器に 、 Windows XP 対応のデバイス 
ドライバが付属されていない場合、 USB 機 
器を Windows XP で使うための専用デバイス 
ドライノ くが別途必要になります。 


gl [完了]ボタンをクリックします。 


接続した USB 機器によっては、このあと、ソフ 
トウエアのインス I -ールなどの作業が必要にな 
ります。 


r 1 

-次回からは USB ポートに接続するだけで、 

チェック 

すぐに使用できます。 

-異なる USB ポートに USB 機器を接続すると、 


【新しいハードウエアの検索ウイザード】が 


表示される場合があります。その場合は、 


設定を再度行ってください。 

ノ 


S 0 TEC 「電子マニュアル」参照一 

USB 

メニュ ー> ユーザーズガイド応用編>周遇機器 >USB 
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周辺機器の接続 


複数のアプリケーションソフトを使っているときなど 
に、処理速度が遣いと感じるようになってきたら、メ 
モリを増やしてみましよう。ここでは、メモリにつし、 
ての基本的な知識と、メモリの増設ち法について説明 
します。 


メモリの培設 


メモリについて 


メモリは、作業をするときの「作業ホ几」のようなものです。机の止が広いと作業がしやすいように、メモリの総容量 
が大きいとアプリケーションソフトの動作も快適になります。 



メモリが少ないと...卢 
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メモリの増設 



方モリの交巧 


ここでは、メモリの交換ち法を説明します。 


メモリを固定しているフックを開いて(①)、メ 
^ モリスロットからメモリを取り外します(②)。 



メモリを取り J 及うときに気をつけること 

■装着の前には、必ず本機の電源を OFF にし 
て < ださし、。 

■装着の前には、必ずバッテリパックと AC ア 
ダブタを取り外してください。 

-メモリは静電気にたいへん弱い部品です。 
静電気を帯びた物や人の手でメモリに触れ 
ると、メモリが壊れる恐れがあります。メ 
モリを取り扱うときは、体の静電気を取り 
除いてください。（隊18ぺージ） 

-メモリの端子部には触れないでくださし 
端子部分に手を触れると、接触不良により 
メモリが壊れる恐れがあります。 

■メモリはたいへん壊れやすい部品です。取 
り外したメモリは大切に保管してください。 
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n ディスプレイカパーを開じ、本体を裏返しにし 
ます。 


n メモリモジュールカパーを固定しているネジを 
9取り外します。 



メモリモジ ユール 



新しいメモリをメモリスロットのコネクタ部へ 
差し込み(①)、メモリのコネクタに差し込まれ 
ていない部分を r カチッ J と音がするまで下に押 
し込みます(②)。 



i 


メモリモジュールのカパーを取り巧け、ネジで 
固定します。 


^パッテリパックを装着、 AC アダプタを接続します。 



バツテリパック 
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WinBook W D series 


増やした方モリを巧設する 


電源を ON にして、メモリが増えているか確認しまし 

よ" 5 。 


9 


本機の電源を ON にします。 


i 


[スタート]ボタンー[コントロールパネル]を選 
択します。 

[コント□-ルパネル】ウインドウが表示されます。 


1^，子タール 

I Outlook Express 

W MSN Explorer 

Windows Media Player 

ち藏 Windows ムーピーターカー 

Windows XP 、リア- 
^乃イルと設定のおを。イザ-ド 


オペてのブ□クラムの^ 



うマィ巧チサ 
マィミュ-5タゥ 
^ 4マイコンピュータ 

I コントロ-ル"ネルに） 

W A ルブとサポート(ぶ 
户巧まを） 

〇乃イルるが宜定して実衍垃… 
〔！ I 本幽品をご！!8入のわ客樣 A 


□ヴオフが r © I 巧了オプションが 



ここに表示されている数値を確認します。 



g メモ y . 

-表示されたメモリの数値が増えていない場合は、メモリ 
が正しく取り付けられているか、このパソコンで使える 
メモリかご確認ください。 


g レ\°フオーマンスとメンテナンス]を選}尺します。 

〔パフオーマンスとメンテナンス】ウインドウが 
表示されます。 




本機のメモリの一部は、ビデオメモリに割り 
当てられます。そのため、実際に取り付けた 
メモリ容量より少なく表示されます。 


質 


[システム]を選}尺します。 

[システムのプ□パテイ】ダイア□グが表示され 
ます。 
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周辺機器の接続 


か百リディスプレイを 
巧続する 


本機には、外部デイスプレイを接続するためのコネク 
夕が装備されています。 


本機の電源を OFF にします。 



機器の接続の前に、本機の電源は必ず OFF 
にして < ださし、。 

スタンノ \'ィゃ休止が態といった省電力機能が 
働いてし N るが態では接続しないでください。 
省電力機能の状態の場合は、再度電源を ON 
にし、[コンピュータの電源を切る]から 
「電源を切る」を選択しパソコンの電源を 
OFF にしてください。 


县 


本機のアナログ CRT ポート （□) に、外部デイ 
スプレイのケーフ V レを接続します。 




本機の電源を ON にしてから、外部デイスプ 
レイの電源を ON にしてください。 

外部デイスプレイを接続した場合 Windows 
のコントロールパネルの[画面]で、「デイ 
スプレイの種類」の設定変更が必要なとき 
があります。 

本体デイスプレイと外部デイスプレイを同 
時表示する場合、接続する外部デイスプレ 
イは、設定したデスクトップ領域(解像度)を 
サポートするものを使用してください。 


メモ /- 

. 胃十とおキーを1回押すごとに、①から⑤の順で、映像 
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の表示先が切り替わります（⑤の夕は①に戻ります)。 


(隊10ぺージ） 

① 本体ディスプレイ 

② 外部ディスプレイ 

⑤本体デイスプレイ十外部デイスプレイ 
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困つたときには 


r おかしいな ？ J 
と思ったら 


本機のご使用中にトラブルが発生したり、疑問に感じ 
たことがあれば、あわてずに夕の項目をチェックしな 
がら対処してください。 
















































本書じ > (外にも、夕の Web ページおよびヘルプをご参 
照ください。トラブル解決のための情報が提供されて 
います。 


□SOTEC 電子7ニユアル 
(デスクトップ画面上のに OTEC 電子7ニユ 
アル]アイコンをタフ'ルクリック） 

本機のマルチメディア機能の活用ち法\および 
Windows XP やインターネツトの便利な使し、かたを図 


日ソーテックオンラインサポート 
(http://www.sotec.cojp/support/) 

葬社製品の仕様の公開や\ソーテックカスタマセンタに 
寄せられる質問などを掲載しています。各製品のドライ 
バおよびプ□グラムも、このページからダウン□ー ドで 


解付きで説明しています。トラブルの解決ち法および 
予防ち法も説明しています。 



曰マイクロソフトヘルプとサポート 
(http://www.microsoft.com/japan/supp 
〇けハ 

Windows 固有の巧術情報を中ふに掲載されています。 
Windows の不具合の修正プ□グラムも\この Web ぺ 
ージからダウン□ー ドできます。 



きます。 



曰ヘルプとサポート 

([スタート]ボタンー[ヘルプとサポート]) 

Windows および本機に関して\知っておくと有用な 
情報を掲載しています。 Windows のトラブルシュー 
テイ ングおよびチュー トリ アルも利用できます。 
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困つたときには 



トラブルが発生した、または発生したと思ったら、次 
のチェックリストでパソコンの症がをチェックしてく 
ださし、。 





















































困つたときには 



本機の使用中に遭遇する、よくある質問や問題をまと 
めました。ソーテックカスタマセンタへお問い合わせ 
いただく前に、確認してくださし、。 


パソコンを起動する巧に 


■ 0.1 

海かのコンセントに接続して使用できるか 

A . ■ AC 電源が 100 V 〜 240 V までの間であれば使用できま 
す(プラグのおがが異なる場合、変換プラグが必要)。 

ただし\日本国外で本機を使用される場合は\サポー 
卜対象外となります。 


パソコンが動かない 


■ 0 つ=-= 

電源スイッチを押してち動かない 


A . - AC アダプタは正しく接続されていますか？ 

AC アタ' プタのプラグが本機と正しく接続されている 
力\ AC アダプタの電源プラグが電源コンセントに正 
しく接続されているかをご確認ください。 

-バツテリは十分に充電されていますか？ 

AC アダプタを接続して、バツテリを充電してからご 
使用ください。 

- AC アダプタカ带障している可能性があります。 

他の電気製品を本機が接続されている電源コンセント 
に接続して\他の電気製品が動くかどうかご確認くだ 
さい。他の電気製品が正常に動くようであれば\ AC 
アダプタが故障している可能性があります。ソーテツ 
クカスタマセンタへお問い合せくださし、。 

-本機が故障していることがあります。 

ソーテックカスタマセンタへお問い合せください。 


I as 

画面に何もま示されない 

A . ■本機の電源は ON になつていますか？ 

本機の電源スイッチを ON にしてください。 

-表示モードの設定が外部デイスプレイになつており、 
外部デイスプレイの電源力て) FF になつていませんか？ 

本機の電源を ON にし直してから再度\外部デイスプ 
レイの電源スイッチを ON にしてください。または\ 
臣司十应3キーを同時に押して\表示モードを本体デイ 
スプレイに戻してみてください。 
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パソコンの電源を ON にしたところ、黒い画面に英語 
の义字が表示され、 Windows が起動しない 


A . ■ パソコンのシステムが不安定になっている可能性があ 
ります。 


リカバリを試してくださし、。 

ただし、リカバリを実行すると\ Windows 力な場出荷 
時のネリ期が態に戻り\お客様がハードディスクドライ 
ブに保存されたデータは全て消去されてしまいます。 


リカバリち法は、「リカバリ」をご参照くださし\。 


(豚別冊「セットアップガイド」） 

一部のアプリケーションについては\個別にインスト 
ールしていただく必要があります。 

フ□ッピーディスクドライブを接続している場合、フ 
□ッピーディスクが入つている可能性があります。 
フロッピーディスクを取り出して\キーボードのいす 
れかのボタンを押してください。 

これで回復できない場合は、ケーブルとハードディス 
クドライブの物理的な接触不良の可能性もありますの 
で、ソーテックカスタマセンタまでお問い合わせ<だ 
さし、。 



105 <===-=^==>^‘遍 

パソコンを起動したところ、「セーフモード J という文 
字が画面に表示され、通常よりもおい解像度で起動し 
ている 

A . ■このが態は誤動作ではなく、「セーフモード J という 
Windows を正常な状態に房すための診断モードです。 

セーフモードで起動した場合\ドライバや周の機器と 
の接続に問題があるか\何かの設定が壊れているかな 
どの原因が考えられます。セーフモードは、不具合の 
原因がどこにあるかを調べて、それを解消するための 
診断モードです。不具合がどこにあるかを調べるため 
の最低限の操作のみを行うよう設定されています。 

問題解決後(自動修復含む）\再起動すると通常どおり 
Windows が起動します。 
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現なのタイムリーン：まを（憤準時) 


r OK 1 1 キャン t ル ] 通用(か 


日巧と時刻 r タイム y -ン II インターネット時刻 I 


WinBook W D series 


■ 06 

周の機器を取り付けたら Windows XP が起動しない 

A . ■ 周辺機器のデバイスドライバが原因で 、 Windows XP 
力 < 起動できなくなった可能性があります。 

「セーフモード」で Windows XP を起動して\トラブル 
の原因と思われるデバイスドライノを無効にしてくだ 
さい。このち法で Windows XP が正常に起動した場合、 
正しいデバイスドライバをインス!-ールするか\デバ 
イスドライバ自体を削除する必要があります。 

「セーフモード」でデバイスを無効にするには\夕の操 
作に従って設定してください。 

① 本機の電源を ON にして\に OTEC 」 ロゴが表示さ 
れている間に£司キーを押します。 

② [ Windows 拡張オプシヨンメニュ ー] 力《表示されるので、 
「セーフモード」をキーボードで選択してください。 

③ [オペレーテイングシステムの選択]で 「Microsoft 
Windows XP 」 を選択してください。 

④ ユーザー名を選択してください。セーフモードで 
Windows XP が起動します。 

⑤ [スタート]ボタンー[コントロールパネル]一 
[システム]アイコンを選択して\ [ハードウェア] 
タブをクリックします。 

⑥ 〔デバイスマネージャ】ダイアログを表示させ\追 
加した周巧機器の[プロパティ】ダイアログで[全 
般]タブをクリックしてください。 

⑦ 「すべてのハードウェアプロファイルを使用する」の 
チェックを外し\ [0 K ] ボタンをクリックしてくだ 
さい。 

Windows XP を再起動すると、通常モードで Windows 
XP が起動します。 

-このち法でも Windows XP が起動しない場合、本機の 
電源を OFF にしてから、新し<取り付けた周辺機器を 
外してください。 

I az 

終了できない 

A . ■ 電源スイッチを4秒'じ I 上押すことにより電源を切るこ 
とが可能です。 

その際、必す各種アクセス LED がついてないことをご 
確認ください。上記のち法で電源が切れない場合は\ 
電源ケーブルおよびバツテリパックを抜いてくださし\。 


n 画面上のトラフ'レ 

I as 

表示される曰巧や時刻が正しくない 

A . ■ 日付や時刻が間違った設定になっていませんか？ 

Windows のタスクバーの時刻をダブルクリックして 
「日付と時刻のプロパティ」を起動します。[日付と時 
刻のプロパティ】ダイアログで正しい日付や時刻を設 
定してください。 


-本機に内蔵されている電池が切れている可能性があり 
ます。 

マザーボードに取り付けられているリチウム電池の寿 
命は\平均2〜3年です。本機の使用期間力で〜3年経 
過していたら、ソーテックカスタマセンタに修理依頼 
を行ってくださし、。 

I a9 

曰付の設定を変更しても元に戻ってしまう 

A . ■電池容量切れになっている可能性があります。 

曰付設定などのノ ックアップ電源として内蔵電池を使 
用しています。この内蔵電池が容量不足になると\曰 
付設定などのデータ保持ができなくなります。 

電池は消耗品ですので、寿命があります。寿命につい 
てはお客様のご使用状況により大きく異なります力ぐ\ 
平均2〜3年です。本機の使用期間が2〜3年経過してい 
たら\ソーテックカスタマセンタに修理依頼を行って 
くださし、。 



/\ソコンを 巧つ でいたら 


日巧と時刻のブけィ 
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よ < ある質問集 



n デイスプレイのトラフVレ 

■GUO 

いきなり画面が消えた 


■ ai 5 

デパイスマネージャ上で日本語106 (109)キーボ 
—ドが、英語101 (102) キーボードと表示されて 
しまう 


A . ■ スタンバイまたは休止が態に入った可能性があります。 
電源スイッチを押してください。 

- AC アダプタのプラグが電源コンセントから外れていま 
せんか？ 

コンセントまたはプラグを差し込みなおしてくださし\。 

-ノ X ッテリの容量切れの可能性があります。 

バツテリを十分に充電してから\接続してください。 


■cm 

画面表示にムラがある 

A . ■ディスプレイを見やすい角度に調整してください。 

液晶ディスプレイは、周囲の温度などの影響によって 
表示が変わる特性があります。ムラがあるのは故障で 
はありません。 


n マウスやキーボードのトラブル 


■ Q •口^^^^^^^^^^^^^^^^ HLJ 

マウスポインタが動作しない 

A . ■接続ケーブルが外れていませんか？ 

接続ケーブルを正しく接続してください。それでも動 
かない場合は、本機を再起動してください。 

-本機の電源を ON にしたあとにマウスを接続していま 
せんか？ 

マウスを接続後、再起動してください。 

-適正なマウスドライバを使用していますか？ 

市販されているマウスの中には\専用のマウスドライバ 
力ぐ必要なものがあります。使用するマウスに付属のマウ 
スドライバを正しくインス I -ールしてくださし、。 


A . ■ この現象は 、 Windows XP のシステムがプラグアンド 

プレイでキーボードを認識する際に、英語101/102キ 

ーボードが指定されているために発生します。 

回避策として\夕のちまを試してください。デバイス 

マネージャから、夕の手順で日本語106/109キーボ 

ードに変更します。 

① [スタート]ボタンー[コントロールパネル]一 
[システム]アイコンを選択して、[ハードウェア] 
タブをクリックします。 

② [デバイスマネージャ]ボタンをクリックして〔デ 
バイスマネージャ】ウインドウを開きます。「キー 
ボード」にある英語] 01/102キーボードをダブル 
クリックします。 

③ [ドライバ]タブを選択し[ドライバの更新]ボタ 
ンをクリックします。 

④ 「一覧または特定の場巧からインス!-ールする(詳 
細)」をチェックして\じ欠へ]ボタンをクリックし 
て < ださい。 

⑤ 「検索しないで\インス!-ールするドライバを選択 
する」をチェックして\じ欠へ]ボタンをクリック 
して < ださい。 

⑥ 「互換性のあるハードウェアを表示」のチェックを 
外してください。 

⑦ 「モデル」欄から「日本語 PS /2 キーボード 
(106/1 09キー)」を選択して\じ欠へ]ボタンをク 
リックしてください。 

③[はい]ボタンをクリックしてドライバを更新し\ 
パソコンを再起動してください。 



押したキーと違う义字が表示される 


キー入力中に突が力ーソルが別の場所にお動してしまう 

A . ■タッチパッドの表面付近では、小さな反動でもカーソ 
ルが移動してしまうことがあります。 

親指がタッチパッドの表面付おにあるときなど\タッ 
チパッドの表面のタッピング機能が反応することがあ 
ります。 


A . ■ (CapsLockK [ひらがな) / [カタカナ 1 などが間違って押されていま 
せんか？ 

目的の文字がタイプされるように [CapsLockI \ 

(ひらがな 1 / f カタカナ 1キ_を巧してください。 

-キーボードのドライバは適正なものですか？ 

キーボードのドライバがお使いのキーボードに対応し 
たものではない可能性があります。キーボードのドラ 
イバを更新してください。 


タッチパッドを使用したとき、マウスカーソルの動き 
が悪いことがある 

A . ■ タッチパッドの表面が i 矣や汗などによってミちれている 
と、このよろな現象が発生することがあります。 

清潔な布などで\タッチパツドの表面のミちれをふき取 
つてからご使用ください。 


31 




























ここでは BIOS の概要と、 BIOS を設定するための 
「BIOS セツトアッププログラム」の操作ち法について 
説明します。 


BIOS とは 


" BIOS " とは 「Basic Input Output System 」 の略称で、 
パソコンを動作させるためのプ□グラムです。この 
BIOS の設定を正しく行うことで、パソコンの性能を 
正しく引き出すことができます。本機ではあらかじめ\ 
最適の状態で BIOS が設定されています。ただし\本 
機の拡張などを行った際には、拡張する機器に合わせ 
て BIOS の設定を変更する必要があります。 



BIOS の敦定は複雑で、誤った敦定をしてしま 
5と、本機が正常に動かなくなる恐れがあり 
ます。特に理由もなく BIOS の敦定を変更しな 
いでくださし、。 


BIOS セツトアッププログラムの超動方る 


P 本機の電源が OFF であることを確認したあと、デ 
イスプレイ、パソコンの順に電源を ON にします。 


^ " SOTEC " のロゴが入った画面が表示されたら、 

- [ Delete ] キーを押します。 

しばらくすると\セットアッププ□グラムの起 
動画面が表示されます。 




□頂目の選が-設定の方法 

BIOS セットアッププ□グラムは、次のキーを使って 
操作します。 


向 

メニューを終了します。 

0 

0 

メニュー項目を選がします。 

の 

の 

カーソルを上下に移動します。 

因 

0 

フィールドに巧して値を選択します。 

因 

フィールドに巧して選択します。 

回 

回 

画面の表示色を変更します。 

回 

ヘルプを表示します。 

画 

現在の値を保存し、メニューを終了します。 

( Enter > j ) 

コマンドの実行やサブメニューを選択します。 


□メニュー頂目一覽 

BIOS セツトアッププ□グラムでは、じ(下の項目につ 
いて設定することができます。 


Main 

本機の基本的な設定を行います。 

Advanced 

本機の詳細な設定を行います。 

Boot 

起動デバイスの順序を設定します。 

Security 

パスワードなどの設定を行います。 

Exit 

BIOS セットアッププログラムを終了します。 


- BIOS の詳しい操作ち法については、に OTEC 電子マニュ 
アル」から「付属のマニュアル」一 「 BIOS セットアップ 
マニュアル」を参照してください。 
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•本書の仕様 \ 情報(本製品\ソフトウェアを含む)は予告なしに変更される場合があります。本製品ならびに\ソフトウェ 
ア\マニュアルを運用した結果については \ いっさいの責任を負いかねますのでご了承くださし、。 

-本書で紹介されている各ソフトウェアは \ ライセンスあるいはロイヤリテイ契約のもとに供給されています。 

ソフトウェアおよびそのマニュアルは \ そのソフトウェアライセンス契約にもとづき、同意書記載の管理責任者のもとでの 
み使用することができます。よって \ それ外の目的で当該ソフトウェア供給会社の承諾なしに無断で使用することはでき 
ません。 

-本製品にあらかじめインス I -- ルされている Windows XP じ(外の 0 S につし、ては \ サポートの範囲外とさせていただきますの 
で \ ご了承ください。 

-本書の全ての内容は著作権法によって保護されています。株式妄社ソーテックの許可なしに \ 本書の内容の一部または全部 
を無断で複写 \ 転載することを禁じます。 

•本製品で録画■録音したものは\個人として楽しむなどのほかは\著作権上\権利者に無断で使用できません。 

-本製品は\人命にかかわる設備や機器（医療機器、原子力設備に関連する機器\航空宇宙機器、運輸設備に関連する機器な 
ど）や \ 高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの使用や組み込みを目的として設計されていません。 

これら設備や機器\制御システムなどに本製品を使用された場合\人身事故、財産損害などが生じても\当社はいかなる責 
任も負いかねます。 
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fV ニユアルの历みかた 1 



SOTEC ケア-シート 


電子7ニユアル 


(画面で見る7ニユアル) 


本製品の使いかた 

本製品を使用するための基本的な操作ち法や、接続できるさまざまな周辺機器を説明しています。ま 
た、使用中のトラブルの解決ち法や予防ち法を説明しています。 

※ソーテックオンラインサポート （ http :// www . sotec . co . jp / support /) からダウンロードしてください。 


( PDF ファイル） 


デスクトップ画面上の 
アイコンをダブルクリック 



S 0 TEC パソコンを使いこなそう！ 

S 0 TEC 電子マニュアル 

本機のマルチメディア機能のミ舌用ち法、および Windows XP やインターネットの便利な使い 
力、たを、図解つきでわかりやすく説明しています。本機の楽しみちを探したいときなどに、ご 
参照ください。また、トラブルの解決ち法および予防ち法も説明しています。 
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